20180722レムナント教会1部
ヨセフの成功（創世記45:7-8）
　ヨセフにいろいろなことがあり、いわば波乱万丈の人生を送ることになりました。その結果、ヨセフは、当時、最強の国だったエジプトの総理大臣になるようになりました。だれが見てもヨセフは成功したのだなと思う地位に付くようになりました。多くの人は、ヨセフの成功を見て、やはり、どんなに辛いことがあっても、どんなに大変なことがあっても、それを我慢して耐えて忍耐を尽くしていれば、必ず良いことがあるという感想を持つようになるでしょう。世の中でよく感動的に言われているように、あきらめることさえなければ必ず報われる、良い結果はついてくるというように、それを励みにしようとする人もいるわけです。ヨセフがいろいろなことがあったにもかかわらず、結局は成功したのだと成功にフォーカスがあるので、そういう見方をするようになるでしょう。しかし、信者の私たちは、そのような見方をしていてはいけません。ヨセフの成功には、神様の理由が隠されています。単なる成功ではありません。そして、ヨセフ自身も神の理由が分かっていたわけです。それは今日読んでいただきました聖書の箇所に書いてあります。大いなる救いによってあなたがたを生きながらえさせるためなのです。つまり、ヨセフが総理大臣になったということは、ただの成功ではなくて、イスラエルを救うためという理由があったわけです。例えば、極端に申し上げますと、イスラエルを救うという理由がなければ、ヨセフは別に総理大臣にならなくてもいいわけです。関係ないのです。なったとしても意味がありません。ヨセフの成功というものは、イスラエルの救い、そして、神様がアブラハムを始め、イスラエルを召されましたが、まだしっかりとした民族や国という形になっていませんでした。だから、そのイスラエルをしっかりとした国に形成していくための理由があったので、あらゆることを通してヨセフをエジプトの総理大臣にされたということです。これが理由です。ですから、いまヨセフが総理大臣だということがフォーカスなのではありません。神様はイスラエルを救おうとしていらっしゃる、どれほどそれにこだわっていらっしゃれば、ヨセフにあのような波乱万丈の人生を歩かせ、結局は到底話にならないエジプトの総理大臣にまでさせたのかという見方が求められます。

イスラエルを生かして、イスラエルを救うということはどういうことなのでしょうか。イスラエルは、そこら辺の民族と一緒ではありません。神様の特別な理由があって、神の契約を全うする理由のために召された民族なのです。だから、イスラエルを救うためにというのは、イスラエルが契約を全うしていかないといけない契約の民だったからです。その契約は何でしょうか。言うまでもなく、イスラエルという民族を通して、メシヤ、キリストをこの世に送るというのが契約でした。だから、イスラエルを助けるためにというのは、契約のためにという意味にもなるし、結局、キリストのためにということになるわけです。つまり、ヨセフの成功は、キリストのためのものなのです。それが神様の理由です。ですから、神様ご自身もヨセフがエジプトの総理大臣になって成功するということはテーマではありません。神のテーマは、キリストなのです。どれほど神様は、キリストにこだわっていらっしゃるのでしょうか。ヨセフを奴隷にしてまで濡れ衣を着せてまで、それをまったく逆転させることによって、エジプトの総理大臣にさせることにしてまで神様がこだわっていらっしゃることは、キリストなのです。それをヨセフの成功を通してしっかりと見ていないといけません。残念ながら、クリスチャンでもテーマが成功になっています。ヨセフがやはり総理大臣になったね。だから、私たちもいま辛いことがあるけれども、いつかは成功するだろうという希望を持って頑張っていらっしゃるかもしれませんが、聖書が私たちに言いたいことはそういうことではありません。成功の裏に神様の本当の理由があります。イスラエルのために、つまり、キリストのためにということです。神様は、極端に申し上げると、成功するかしないかには興味がありません。キリストだけにこだわっていらっしゃるわけです。

そうならばヨセフの成功を通して、信者の私たちは、真剣に問いかけないといけません。なぜそれほどキリストにこだわっていらっしゃるのか。キリストのためならば、総理大臣も許され、奴隷も許され、洪水によって世界を滅ぼすことも実行され、滅びている国を再建させることも許される。キリストのためなら。神様はそのキリストのために歴史を動かしていらっしゃるのです。ぜひ、皆さん、ヨセフの成功、ヨセフの人生そのものを通して、テーマそのものが神様と一致する祝福を祈りたいと思います。だから、分かっているようで、改めて問いかけなければいけません。本当にキリストでなければだめなのか。絶対、キリストしかいないのかという問いかけです。これはクリスチャンしかできないし、クリスチャンがこの問いかけをクリアしないと、クリスチャンでも結局、成功の奴隷になるしかありません。なっても問題だし、ならないとずっとそれに捕らわれて生きていくしかありません。ですから、テーマが成功なのか苦難なのかではなくて、キリストに絞られるようにならないといけません。本当にキリストでないとだめなのか。絶対、キリストしか道はないのか。他にいろいろあるのに、なぜ神様はキリストにこだわっていらっしゃるのか。これが実は、罪ある人間の本性、そして、この世がいちばん嫌うフレーズなのです。私たちは本性の方から、キリストだけなのだ、絶対キリストでないといけませんという話を拒否するのです。でも、クリスチャンですから問いかけなければいけません。昔の名残によって、絶対キリストなのだということを避けて通ろうとする傾向がクリスチャンにもありますが、それはサタンのしわざです。なにがなんでも神様がこれほどキリストにこだわっていらっしゃるのであれば、私たちもこだわらなければいけないでしょう。だから、問いかけなければいけません。キリストでなければだめなのか。本当にだめなのか。絶対キリストしかないのか。私たちは生まれたときから親を通して、そして、学校に行けば学校の教育を通して何を教えられるかというと、人間というのはまじめに生きていくべきものだ、誠実に生きること、それが人間が生きる条件なのだ、人間は努力しなければいけない、努力は必ず報われる、ふざける人間はだめだということを教えられています。だから、いつの間にか私たちには、まじめに生きることが人間が生きる標準のようになっていて、努力するということは人間が生きるための、人間を評価するための基準のようになっています。それはもう鉄のように固まっています。だから、まじめに生きていれば、努力すればいいのに、なぜキリストでなければいけないと言うのかと抵抗するようになるわけです。でも、聖書は言っています。別に、努力はいらないという意味ではありません。それは別次元のお話しであって、神様がご覧になった時には、まじめに生きる人、努力して頑張る人、それでかたちになるでしょうけれども、そうでない人と何も違いはありません。努力してまじめに生きていても人生は変わりません。同じです。しかし、世の中では正反対のことを教えていて、私たちの本性も拒否する内容なので、クリスチャンの私たちは本当に祈りつつ聞かないといけません。努力することが、まじめに生きることが人間の標準ではなくて、キリストなのです。でも、私たちはついついそうなってしまいます。生活が豊かになり、裕福な生活になれば、そこに幸せがあり、そこに人生の本当の幸せがあると皆思っています。裕福な生活、経済的に生活が豊かになることが目標になっているので、経済、お金というものがすべての基準になるしかないでしょう。実際、貧富の格差があり、それによっていろいろな葛藤やトラブルなどが生じることももちろんあります。それにもかかわらず、大金持ち、生活が裕福な人と貧乏な人とは、神様の前では何の違いもないわけです。生活が裕福になって経済的に豊かになるからといって、そこに幸せがあるわけではないのです。貧乏な人間と結局、同じです。だから、キリストでないといけませんと、神様はキリストにこだわっていらっしゃるのです。でも、人間は、裕福になればいいだろうと、クリスチャンでもそれが目標なのです。クリスチャンの目標は、そういうものではありません。
それから、人々は、このように信じ込んでいます。いままで人間が頑張ることによって、工夫することによって、あらゆる面で発展を遂げてきました。事実、そうです。医学、科学、芸術、様々な分野において発展と遂げてきたことは間違いありません。だから、これからもどんどんさらに発展を遂げていくようになるだろうと思い、そこに希望を託しているのです。発展することには間違いありません。しかし、神様はおっしゃっています。発展するかしないか関係なく、そこに希望などはない。人間が研究することによって発展するということと希望とは全く関係ありません。だから、キリストでなければいけませんとおっしゃっています。でも、中々、この神様のこだわりを受け入れようとしないし、問題はクリスチャンである私たちもその部分がごちゃごちゃになっているのです。そして、実際、歴史を通して、努力は悪くありませんが、まじめに努力して経済的に豊かになり、あらゆる面で発展したのにもかかわらず、地球はまったく変わっていないし、ひとりひとり個人の人生には幸せなどはありませんということがはっきり証明されているのです。皆勘違いしているだけであって、聖書が言っているとおりです。アメリカは幸せだろうと思うのでしょうか。シリアは不幸だろうと思うでしょう。ふざける人間とまじめな人間と、私たちは何かを基準にして人を評価するでしょうけれども、神様にとってはみな一緒です。通じません。

なぜでしょうか。聖書だけが私たちに説き明かす秘密です。それは人間がいのちの基であられる神様を離れてしまったからです。ここですべてが終わりです。いのちの根源である神を離れて神様を失うことになりました。そこで人間は、努力してもだめです。豊かになってもだめです。発展してもそれが根本的に役に立たない存在、そのような地球になってしまいました。なぜかと言いますと、神様を離れた途端にすべてがひっくり返されて、すべてを失ったと同時に、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである、目に見えない暗やみの世界を支配している悪魔に支配されて、悪魔にやられるようになってしまったので、今まで皆が文句を言おうとしていることがまったく通じない問題なのです。その結果、努力するかしないか、裕福なのかそうでないのか、発展するか、あるいは退化するかなどと関係なく、皆が罪によって地獄に行くしかない運命を抱えて生きることになりました。だから、別に努力を否定するつもりはありませんが、そこが基準になるわけではありません。豊かさ、それを否定するつもりはありませんが、それが目標になるものではありません。発展は間違いありませんが、それは希望につながるものではありません。神様のテーマは、まじめなのか、努力するのか、ふざけるのかには、興味ありません。経済的に豊かになるのか、ものすごい発展と遂げているのか、一切、興味ありません。神様のテーマは、ひとつしかありません。最初から、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く、キリストだけです。どうにもならない神様を離れてしまった罪の問題、地獄の運命の問題は、キリストの他には解決できないわけです。だから、神様はキリストにこだわって、そのキリストのために、ときには奴隷にし、濡れ衣を着せられることもあるし、そして、総理大臣に、成功の座につかせることもあるわけです。テーマは、キリストです。ヨセフの成功を通して、改めて私たちはキリストOnlyだけではなく、絶対キリストの答えをしっかり出して告白しなければなりません。

私たちはついいろいろな基準を知らないうちに自分の中に持つようになります。本当に、それは基準になれるようなものでしょうか。それぞれ、物差しというものを持つようになり、それに基づいて、何らかの価値観を持つようになりますが、それらが多ければ多いほど、あればあるほど複雑になるし、ダメージを受けるようになります。なぜかと言うと、絶対にならないからです。基準などありません。当てになるような物差しはないのです。でも、私たちの中には何かかがあるわけです。それに対して、真っ向からNOと突きつけないといけません。それらはテーマになりません。それはある意味、先ほども申し上げました人間の絶望的な状態がわかっていないがゆえに、あらゆる物差し、あらゆる価値観、あるゆる基準というものが浮かび上がるものなのです。それを頭の中に入れていたわけです。だから、いろいろなものに引っかかるしかありません。それに対して、キリストだけ、絶対キリストなのです。神様は、キリストだけをテーマにして、キリストにこだわる方なのです。
最近、いろいろな災害によって大変な思いをしています。どのように助ければよいのか、いろいろ工夫しなければいけないし、復旧などを助けることは非常に大切なことだと思います。しかし、信者として、そのような災害を見ながら、ひとつ思うことがあります。そして、そのように皆が思ってほしいと願います。世の中に永遠なるものはないです。家を建てて家族とともに、それが永遠に続くかのように思っていますが、永遠なものはありません。辛いでしょう。あらゆる助けが必要です。それは言うまでもありません。しかし、この辛い経験を通して、本当に永遠なるものは、頼りになるものはないのだねと、永遠なるものの方に人生の方向をUターンしていただきたいと思います。永遠なるものは神様しかいらっしゃいません。神様と出会うキリストの他にはありません。これがああだ、あれがああだと世の中でいろいろなことを言っていても、結局は、何の力もありません。悪魔のしわざの前で、地獄の運命の前では、何も歯が立ちません。だから、基準、物差し、標準などを持っていればいるほど損です。世界中のものをだめにすることができる猛毒があるとしましょう。その前で、これはプラスチックだから弱いだろう、これは石だからもっと強いだろう、これは鉄だからそれよりもっと丈夫だろうと比較して、これが良い、あれが良いといういろいろな意見、理論があるかもしれません。でも、猛毒の中に入れると皆一緒です。みな一瞬で溶けてしまうのです。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。努力する人間もふざける人間もキリストが必要です。このキリストOnly、絶対キリストが分かったときに、そのキリストが最高の価値であることが分かって、その告白ができるようになります。ピリピ3：8でパウロが告白したのと同じように、いままでのすべてをちりあくたなのです。キリストが最高の価値です。
ここでこのことを確認してから、信者の人生の目標が変わります。信者の人生の目標は、ひとつしかありません。どこにいる信者でも、どんな立場の人間でも同じです。その人がキリストを通して救われた信者であれば、人生の目標はキリストのためにということです。つまり、目標も絶対目標なのです。成功のためにとか、政治家になるために、芸術家になるために、福祉家になるために、それは目標ではありません。クリスチャンであれば力のあるものでもないものでも一緒です。目標はみな一緒なのです。最高の価値、キリストのために。ピリピ1：20、パウロが言いました。私が死んでも生きても私からキリストがあがめられること、それだけが私の願いです。キリストのためにというのは、キリストがあがめられるように、これが目標です。皆さん、ぜひこれから絶対キリストという意味を理解して、その答えを出して、人生の目標を改めていただきたいと思います。まず、皆さんの内側からキリストがあがめられるようにしましょう。いつも皆さんにお話ししているように、いろいろな過去があり、現実、いろいろな条件があります。いろいろな外見、違いがあります。それにもかかわらず、そういうものによって自己評価するのではなく、皆さんの内側でキリストがあがめられるように、キリストによって神様が造られた自分をしっかり見つめ直して、それを認めること、それが皆さんの内側でキリストがあがめられることなのです。過去が皆さんに対して「おまえはこういう人間だよ」と言っても、いまの皆さんの条件、外見などを通して「おまえはこういう者だよ」と言っても、それに付き合うとキリストをあがめることではありません。そういうことがあるのにもかかわらず全部無視して、自分の中でキリストがあがめられるように、これが目標です。神様がキリストの中で新しく造られた自分と向き合うこと、そういう人がこれから神様から与えられているものを通して、キリストがあがめられるようにするわけです。

与えられたものが何でしょうか。今現在の皆さんの生活です。学生は勉強すること、大人は職場、仕事、事業、主婦は家庭などいろいろなことがあるでしょう。それらをただ嫌々するとか、なにかの野望を持ってするのではなく、学生が勉強をするときでも目標は絶対ですから、キリストのためにこの勉強をやりますとしてください。仕事もそれを通して給料をもらうのでしょうが、信者は、この仕事がキリストのためにある仕事なのです。この事業も職業も才能も全部がキリストのためにあるもの、キリストのためにやることですという思いでやれば、それが皆さんに与えられているものを通してキリストがあがめられることなのです。それを目標にしてください。大人なのか子どもなのかの違いだけであって、目標は一緒です。成功にフォーカスを合わせないで、キリストにフォーカスを合わせてください。それで大きな影響力を持って、キリストの栄光を現す計画があるならば、神様がそのような思いを与えられるでしょう。その夢を与えられるでしょう。でも、サラリーマンを通してキリストの栄光を現そうという思いがある人は、神様がそのような思いを与えられれば、その道を行けばいいわけです。だれもかれもがみな総理大臣になるわけではありません。皆ヒーローになろうとしないように。目標はヒーローではなく、キリストです。キリストのために。皆さんがキリストの中にあって、新しく神様が造られた自分を発見すれば、何になっても構わないはずです。目標はキリストのため。
それで皆さんに許されている、派遣されているこの世において、現場において、キリストの御名があがめられるように。それは絶対キリスト、Onlyキリストの証人としてそこに立つことです。まだキリストを知らない人々を生かす人、そこに派遣されている者として生きることです。証人という目的をもって。それがキリストの御名があがめられることです。これが目標です。

皆さん、ヨセフの成功、ヨセフの人生を通して、キリストがテーマにならないといけません。もし私たちが、キリストが絶対的なテーマにならないと、苦難の前で暴れるようになるか、成功の中で酔いつぶれるようになるしかありません。キリストがテーマになるなら、そのときにこの世のものを羨むこともないし、恐れることもありません。でも、キリストが絶対的なテーマにならないと引きずられるしかありません。引っ張っていくものではなくて。それは世的に成功を収めたのかどうかは関係ありません。引きずられて行くようになります。

最後に、皆さん、メッセージを覚えながら、先ほどのパウロの告白のように、ピリピ3：8、キリストのゆえにすべてがちりあくただという告白を皆さんの告白にして、ピリピ1：20にあるように、死んでも生きてもキリストの御名があがめられること、そのために私の人生があるということを、真実に、また当たり前に告白して、その告白のもとで自分の人生を改めるようにしましょう。そのような時間をぜひ持っていただきたいと思います。そうすると成功の門が開かれるし、そうすること自体が成功ある人生だということをぜひ覚えていてください。そのときに神様が、肉体的な成功を与えられた場合に、その成功のすべてがキリストのための献身の道具になります。自慢する道具でも、浮かれる道具でもなく。お祈りします。
　
（祈り）
愛する天の父なる神様。ありがとうございます。私たちはつい結局、ヨセフは総理大臣にまで昇りつめたということにフォーカスを合わせる傾向がありますが、その成功にはキリストという神の理由があったということを覚えて、神様のテーマはキリストであり、キリストにこだわる神様のこだわりが私たちのこだわりになるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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